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⾃⼰紹介

名前︓髙柴元(Gen TAKASHIBA)

所属︓アマゾンウェブサービスジャパン合同会社
技術統括本部インダストリソリューション第⼆部
ソリューションアーキテクト

経歴︓

情報通信・製造業の情報システム部、インフラエンジニ
アを経て2021年よりAWSにソリューションアーキテクト
として勤務

好きなAWSサービス︓AWS Amplify, Amazon ECS
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AWS Black Belt Online Seminar とは
• 「サービス別」「ソリューション別」「業種別」などのテーマに分け、
アマゾンウェブサービスジャパン合同会社が提供するオンラインセミナーシ
リーズです

• AWS の技術担当者が、 AWS の各サービスやソリューションについてテーマ
ごとに動画を公開します

• 以下の URL より、過去のセミナー含めた資料などをダウンロードすることが
できます
• https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/

• https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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ご感想は X (Twitter) へ︕ハッシュタグは以下をご利⽤ください
#awsblackbelt 
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https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/
https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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内容についての注意点
• 本資料では資料作成時点(2023/10)のサービス内容および価格についてご説明してい
ます。AWS のサービスは常にアップデートを続けているため、最新の情報は AWS 
公式ウェブサイト (https://aws.amazon.com/) にてご確認ください

• 資料作成には⼗分注意しておりますが、資料内の価格と AWS 公式ウェブサイト記載
の価格に相違があった場合、AWS 公式ウェブサイトの価格を優先とさせていただき
ます

• 価格は税抜表記となっています。⽇本居住者のお客様には別途消費税をご請求させて
いただきます

• 技術的な内容に関しましては、有料の AWSサポート窓⼝へお問い合わせください

• 料⾦⾯でのお問い合わせに関しましては、カスタマーサポート窓⼝へ
お問い合わせください (マネジメントコンソールへのログインが必要です) 
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https://aws.amazon.com/
https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/
https://console.aws.amazon.com/support/home
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シリーズ構成
• 全体像をお伝えする Overview 編
• 各機能の詳細についてお伝えする各機能編

シリーズの対象読者
• チーム開発をするすべてのアプリケーション開発者

Dev Environments編の対象読者
• チーム開発で、開発環境の依存関係を揃えたい⽅
• ブランチごとに独⽴した開発環境を作りたい開発者
• クラウドで開発環境を持ちたい開発者

Black Belt Amazon CodeCatalyst シリーズ
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Overview編

Spaces編

Projects, Blueprints編

Source repositories編

Dev Environments 編

Workflow 編

Issues 編

Identity, permissions, and access 編

Extensions 編
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1. Dev Environmentsの概要

2. Dev Environmentsの設定とライフサイクル

3. Devfileの定義

4. Dev EnvironmentsとIDEとの連携

5. Dev Environmentsの注意事項

アジェンダ
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Dev Environmentsの概要
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• オンデマンドで利⽤可能なクラウドベースのLinux開発環境
• 依存関係・⾔語ランタイムなどの必要なパッケージを Devfileを使い事前定義
しておき、プリインストールされた状態で起動可能

• Compute能⼒は Free Tierで 2vCPU / 4GB RAM、Standerd Tierで最⼤
16vCPU / 32GB RAMまで拡張可能(ストレージは環境あたり16GB)

• Cloud9, Visual Studio Code, IntelliJ IDEA, PyCharm, GoLandから直接起動・
接続が可能

CodeCatalyst Dev Environments とは
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• まず、CodeCatalystでプロジェクトを作成する
CodeCatalyst Dev Environments の開始⽅法①
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• Create Dev Environmentから利⽤するエディタを選択します
§ リポジトリをクローンして起動することもできますし、環境のみを起動する
こともできます

§ Create を押下後、選択したエディタが起動します
– IDEとして Cloud9を選択した場合、新しいタブで Cloud9 が開きます

CodeCatalyst Dev Environments の開始⽅法②
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• 選択したエディタが SSH で Dev Environment 
に接続した状態で起動します

• Dev Environment(略称:DevEnv)はユーザー単
位のリソースです。原則として他のユーザーが
操作することはできません

• リポジトリを指定した場合、 /projects に
cloneされた状態でスタートします

• リポジトリを含まないか、リポジトリに
devfileが無かった場合は /projects 直下にデ
フォルト設定で devfile.yamlが作成されます

CodeCatalyst Dev Environments の開始⽅法②
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Dev Environments の設
定とライフサイクル
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• Dev Environments そのものの設定
§ リポジトリ・ブランチ(optional)
§ エイリアス(optional)
§ vCPU, メモリ(~16vCPU, 32GB)
§ ストレージ(~64GB)

– 作成後の変更不可
§ タイムアウト時間(~8hours)

• Dev Environments 内部の設定
§ リポジトリ内のDevfile

– commands
– events
– components

Dev Environments の設定項⽬
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Dev Environments のライフサイクル
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starting running stopping stoppedcreate

edit
stop

edit and restart

resume

delete the persisted 
content will be 
permanently 

deleted.

Stop compute 
billing

Stop storage 
billing
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Devfileの定義
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• コンテナ化された開発環境を定義するオープンス
タンダード
§ 実態は YAML ファイルで、 https://devfile.io/ にてス
キーマが公開されています（CodeCatalystは Ver.2 に対
応）

• 必要なプロジェクトツールやアプリケーションラ
イブラリを devfileに設定することで、それらを
開発環境にインストールします

Devfile とは
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https://devfile.io/
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Devfile の全容

• 全要素のスキーマは devfileのWEB サイトで
確認可能
§ https://devfile.io/docs/2.0.0/devfile-schema

• CodeCatalystで利⽤できる devfileの機能は下
記の通り
§ command

– exec

§ event

– postStart

§ component

– args

– env

– mountSources

– volumeMounts

17

https://devfile.io/docs/2.0.0/devfile-schema
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components

• CodeCatalystでは、devfileの仕様で定義されている
typeの中で、containerのみ利⽤できます。指定したコ
ンテナイメージが、ログインする DevEnvの環境とな
る

• コンテナイメージはパブリックレジストリを指定
• コンテナのエントリーコマンドが⻑期実⾏されない場
合は、[‘sleep’, ’infinity’] を command に指定して、コ
ンテナが終了しないようする

• サンプルで指定している要素の他、args, env, 
volumeMountsを指定可能
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components 複数コンテナの同時起動

• container を複数定義することで、テストや
モックに必要なローカルコンポーネントを
DevEnvの内部であらかじめ起動することが
できます

• 右の例は、DynamoDB local のコンテナを起
動してローカル環境で DynamoDB のテスト
を実⾏できるようにしています
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https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/managing-dev-environments-with-amazon-
codecatalyst/

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/amazondynamodb/latest/developerguide/DynamoDBLocal.DownloadingAndRunning.html
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/managing-dev-environments-with-amazon-codecatalyst/
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/managing-dev-environments-with-amazon-codecatalyst/
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commands
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• DevEnvの内部で利⽤できるコマンドの
ショートカットを定義します。
§ DevEnvにログイン後 /aws/mde/mde command 

<command-id>で定義済みの処理を実⾏可能
§ command で定義した内容のみ、events プロパティ
内でも利⽤可能

• idは全て⼩⽂字で定義
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events
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• DevEnvのライフサイクルで実⾏可能なフッ
ク。現在は postStartのみ利⽤可能

• 実⾏する commandsの idを配列で渡して
利⽤
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• CodeCatalystが⽤意している各⾔語とツールセット
を含んだデフォルトイメージ。現在 version 3.0 まで
公開済み
§ 2023/12時点では latest タグが1.0を指すことに注意

• 新規イメージがリリースされた際に発⾏される SNS
トピックが公開されている
§ arn:aws:sns:us-east-1:089793673375:universal-image-

updates をサブスクライブして任意のSNSサブスクリプ
ションを作成可能

• 各イメージに含まれている⾔語バージョンはド
キュメントを参照
§ https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/use

rguide/devenvironment-universal-image.html

Universal devfile imageについて
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https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/devenvironment-universal-image.html
https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/devenvironment-universal-image.html
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• devfileの変更を反映するためには、変更後の devfileで新しく
DevEnvを作成するか、CLIでツール実⾏が必要です
1. devfileを変更・保存する
2. $ /aws/mde/mde statusで変更有無を確認する

– devfileの変更が検知されている場合、status が CHANGED になっています

3. $ /aws/mde/mde start --location {devfileの場所}
– AWS Toolkit 上の restart ボタンでも同じコマンドが実⾏されます
– 実⾏後、DevEnvのコンテナが再起動します。⼀時的に接続が切断されることがあります
が、⾃動で再接続されます。

devfileの編集・反映⽅法
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• status 確認
§ $ /aws/mde/mde status の結果に location が含まれない場合、実⾏時にエラーが発⽣して
リカバリーモードに⼊っている

– https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/devenvironment-
devfile.html#devenvironment-devfile-recovery

• 各種ログ
§ /aws/mde/logs/devfile.log

– devfile⾃体の実⾏ログ（start --locationのログはここ）
§ /aws/mde/logs/devfileCommands.log

– devfileの commands 実⾏ログ

devfile 編集のデバッグ

24

https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/devenvironment-devfile.html
https://docs.aws.amazon.com/codecatalyst/latest/userguide/devenvironment-devfile.html
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ログサンプル

devfile.log devfileCommands.log
postStart に sudo yum -y update --security を設定したサンプル

25
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Dev EnvironmentsとIDE
の連携
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• AWS Toolkit に AWS Builder ID で接続する
と、CodeCatalystメニューが利⽤可能

• できること
§ リポジトリの Clone
§ Dev Environment の接続と作成
§ devfileもしくはDevEnv設定変更後の再起動

• AWS Builder ID による Dev Environment や
CodeWhispererの利⽤と IAM 認証情報によ
る AWS リソース表⽰を併⽤可能

AWS Toolkitによる連携
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Dev Environmentsの
料⾦
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追加料⾦なしで利⽤可能なリソース ※2023 年 12 ⽉ 時点
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カテゴリ Free tier Standard tier Enterprise tier

Dev Environment
稼働時間 60 時間 200 時間 160時間 x ユーザー数

Dev Environment
合計ストレージ容量

64 GB 128 GB 64 GB x ユーザー数

データ転送 (アウト) 10 GB 10 GB 10 GB

https://codecatalyst.aws/explore/pricing

https://codecatalyst.aws/explore/pricing
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Tier と利⽤可能な機能 ※2023 年 12 ⽉ 時点
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⼀部 Tier でのみ利⽤可能な機能や選択可能なリソースが存在する

機能・リソース Free tier Standard tier Enterprise tier
Dev Environment あたりの
ストレージ容量 16 GB 16 GB, 32 GB, 64 GB 16 GB, 32 GB, 64 GB

利⽤可能なインスタンスタイプ
(Linux) 2 vCPU / 4 GB

2 vCPU / 4 GB
4 vCPU / 8 GB
8 vCPU / 16 GB
16 vCPU / 32 GB

2 vCPU / 4 GB
4 vCPU / 8 GB
8 vCPU / 16 GB
16 vCPU / 32 GB

https://codecatalyst.aws/explore/pricing * Linux のみ

https://codecatalyst.aws/explore/pricing


© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

追加リソース料⾦ ※2023 年 12 ⽉ 時点
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Standard tier Enterprise tier

OS インスタンスタイプ オンデマンド料⾦ プロビジョンド料⾦

Linux

2 vCPU / 4 GB - $0.12 / 時間

4 vCPU / 8 GB - $0.24 / 時間

8 vCPU / 16 GB - $0.46 / 時間

16 vCPU / 32 GB - $0.92 / 時間

• Dev Environment 合計ストレージ容量: $0.05 / GB-⽉

• データ転送 (アウト): EC2 データ転送料⾦に準ずる

• Dev Environment 稼働時間

https://codecatalyst.aws/explore/pricing

https://codecatalyst.aws/explore/pricing
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利⽤量の確認⽅法
Spaceの Setting > Billing から Space 内の利⽤量を確認できる
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Thank you!
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